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親子の絆
×

地域の絆
その1

～親子の絆～
取材・11月18日

子育てと親育ち。子どもが
３歳なら親だって３歳。
肩の力を抜いて。

ｉｎｔｅｒｖｉｅｗ
子育ては喜びや発見があって、楽しいこと。でも、社会
情勢や生活構造の変化でお母さんだけでは、子育ては無理
な状況があるといわれるようになりました。
　「だからこそ地域でちょっと後押ししてあげることが必要。だ
って子どもは社会の子なんだって思いますから──。」
　本年度、安曇野市で「家庭教育支援チーム」が発足しま
した。家庭の教育力向上を狙いに文部科学省が設けたモデ
ル事業の一環で、豊科北小学校区をモデル区として、チー
ムの主婦２人が活動を開始しています。ミニコミ誌の編集
や学習会の企画などを通じて、親たちの悩みを把握し、解
決の手助けをしているお２人。親子の絆についてざっくば
らんに対談していただきました。
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核家族が多くなって、
お母さん一人が子育て
を家で抱えていてはい
けない。（松）

「親」って字は、親が
木に立って見てるん
だけど、逆に子ども
にも見られてる。そ
の通りだよね。

家庭教育支援チーム

松澤　雅子さん
（51・豊科高家）
３人の子どものうち 2人は
成人になりました。
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女性の社会進出と育児。
その間で混迷し頑張って
いるお母さん。子どもが
帰るところは家庭。いつ
の時代もそれは変わらな
いはず。短い時間であっ
ても愛情ある接し方で親
子のつながりを持つこ
とはできると思います。
（田）

でも子どもは子どもなり
に成長し、自分は精一杯
やってるって自信を持っ
て欲しいな。（田）
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それが核となる。親はそ
の間は自覚を持って育て
なければいけない。（松）

『
つ
』の
つ
く
ま
で
の
子
育
て

家
庭
ひ
ま
わ
り
講
座
で
の
角
田
春
高
先
生（
愛

知
学
泉
短
期
大
学
教
授
）
の
言
葉

印
象
に

残
り
ま
し
た

９
つ
ま
で
は
大
事
な
時
期

あ
と
は
自
分
で
育

て
い
く
（
松
）

家庭教育支援チーム

田村　恵子さん（42・豊科）
下が小学生までの3人を子育て中。
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ミニコミ誌「ぽけっと」
で毎月子育てに関する
地域情報を発信

ちょっと声をかける、
見守る。そんなの当
たり前だよっていう近
所の姿勢がうれしか
ったです。
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